
あなたの声を県政に、伝えよう私たちの心、夢かなうひょうごへ

県議会広報PRキャラクター
「兵議博士」

ひょう ぎ はか せ

第366回２月定例県議会の概要

年間を通じた事業実績の確定や見込み等を踏まえた精算補正予算（△1,723億円）及び、
分収造林事業・地域整備事業にかかる基金運用を是正した補正予算（1,135億円）を議決しました。

未来を担う若者・Ｚ世代をはじめ、すべての人がそれ
ぞれの可能性を広げ、存分に力を発揮できる環境づく
りのための予算（総額４兆3,018億円）を議決しました。

●　若者・Ｚ世代が輝く兵庫
●　活躍の場が広がる兵庫
●　安全安心に包まれる兵庫
●　県政改革の推進

令和５年度２月補正予算を議決（３月１日）

令和６年度当初予算を議決（３月19日） 総額４兆3,018億円 （対前年比100.6％）令和６年度 当初予算

一般会計 ２兆3,390億円
特別会計 １兆6,355億円
公営企業会計 3,273億円

※詳細は、兵庫県ホームページをご覧ください。兵庫県 令和６年度当初予算 検索

歳入
(一般会計）

県債
4.8%

国庫支出金
7.3%

その他収入
33.3%

地方交付税等
15.4%

県税等
39.2%

歳出
（一般会計）

公債費
11.6%

商工費
26.5%

総務費
10.6%

教育費
16.2%

警察費
6.0%

土木費
5.7%

衛生費
3.3%

農林水産費
3.2%

民生費
16.1%

災害復旧費ほか
0.8%

「個」の可能性を拡げることにより、地域の持続可能性を高める

兵庫の新たなステージへ
～４つの重点施策～

（２月15日～３月22日） ※その他の概要は※その他の概要は
　４面に記載　４面に記載

議場コンサートの開催議場コンサートの開催

みんなで創ろうみんなで創ろう
ＮＥＷひょうご！ＮＥＷひょうご！
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代表質問（２月21日）

一般質問（２月22日・26日～28日）

今
後
の
県
と
政
令
指
定
都
市
神
戸
市
と

の
あ
り
方
、
協
調
関
係
に
つ
い
て
。

県
と
神
戸
市
は
、
双
方
の
強
み
を
生
か

し
な
が
ら
、
適
切
な
役
割
分
担
、
協
調

の
も
と
共
通
課
題
に
対
応
す
る
こ
と
が
基
本
で

あ
り
、
今
後
と
も
知
事
、
市
長
の
信
頼
関
係
を

基
盤
に
施
策
を
展
開
し
て
い
く
。

伊い

藤と
う 

栄え
い

介す
け 

◆ 

自
由
民
主
党

◆ 

神
戸
市
中
央
区

QA

生
活
困
窮
世
帯
に
対
す
る
こ
ど
も
の
体

験
活
動
の
充
実
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
。

児
童
養
護
施
設
の
児
童
に
対
し
て
は
、

来
年
度
は
新
た
に
小
学
生
が
習
い
事
な

ど
の
体
験
活
動
が
で
き
る
環
境
づ
く
り
を
進

め
、
生
活
困
窮
世
帯
の
こ
ど
も
に
対
し
て
は
、

先
行
事
例
を
調
査
し
方
策
を
研
究
す
る
。

住す
み

本も
と 

陽よ
う

子こ

◆ 

維
新
の
会

◆ 

神
戸
市
須
磨
区

QA

劣
化
し
て
い
る
交
差
点
名
標
識
の
早
急

な
総
点
検
と
必
要
な
更
新
に
つ
い
て
。

全
て
の
交
差
点
名
標
識
を
対
象
に
、
来

年
度
か
ら
安
全
点
検
を
行
う
。
こ
の
安

全
点
検
に
併
せ
て
文
字
の
劣
化
状
況
の
点
検
も

行
い
、
点
検
結
果
を
踏
ま
え
、
順
次
、
標
識
を

更
新
し
て
い
く
。

松ま
つ

尾お 

智と
も

美み 

◆ 

公
明
党

◆ 

姫
路
市

QA

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
の
悪
用
、
懸

念
さ
れ
る
様
々
な
事
項
へ
の
対
処
は
。

本
制
度
は
、
婚
姻
制
度
な
ど
の
現
行
の

法
制
度
に
影
響
を
与
え
た
り
、
同
性
婚

を
法
的
に
公
認
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
県

民
や
事
業
者
か
ら
の
問
合
せ
、
相
談
に
つ
い
て

は
、
窓
口
を
活
用
し
て
丁
寧
に
対
応
す
る
。

藤ふ
じ

本も
と 

百ひ
ゃ
く

男お

◆ 

自
由
民
主
党

◆ 

加
東
市

QA

県
道
竜
泉
那
波
線
新
設
工
事
の
進
捗
状

況
と
事
業
の
完
成
目
処
に
つ
い
て
。

残
り
区
間
は
現
在
Ｊ
Ｒ
赤
穂
線
を
跨
ぐ

橋
梁
の
架
設
も
完
了
し
、
岩
盤
を
切
り

下
げ
る
土
工
工
事
を
進
め
て
い
る
。
４
．４
億

円
の
補
正
予
算
も
活
用
し
、
令
和
７
年
度
中
の

供
用
に
向
け
整
備
を
推
進
し
て
い
く
。

富と
み

山や
ま 

恵け
い

二じ 

◆ 

自
由
民
主
党

◆ 

相
生
市

QA

地
域
の
公
共
交
通
を
維
持
す
る
た
め
の
取

組
及
び
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
導
入
へ
の
対
応
は
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
デ
マ
ン
ド
型
交
通

の
導
入
補
助
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ラ

イ
ド
シ
ェ
ア
に
つ
い
て
は
、
国
の
動
向
も
踏
ま

え
令
和
６
年
度
に
持
続
可
能
で
安
全
・
安
心
な

公
共
交
通
を
議
論
す
る
検
討
会
を
設
置
予
定
。

赤あ
か

石い
し 

ま
さ
お

◆ 

維
新
の
会

◆ 

神
戸
市
東
灘
区

QA

兵
庫
県
の
観
光
戦
略
「
ゴ
ル
フ
県
」
と

し
て
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
。

多
く
の
ゴ
ル
フ
場
を
有
す
る
兵
庫
県
に

と
っ
て
、
ゴ
ル
フ
は
大
き
な
伸
び
し
ろ

が
期
待
で
き
る
強
み
で
あ
る
た
め
、
ツ
ア
ー
造

成
の
働
き
か
け
な
ど
に
よ
り
、
ゴ
ル
フ
ツ
ー
リ

ズ
ム
に
よ
る
誘
客
を
進
め
て
い
く
。

脇わ
き

田た 

の
り
か
ず

◆ 

維
新
の
会

◆ 

西
宮
市

QA

ひ
ょ
う
ご
防
災
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
の

あ
り
方
、講
座
定
員
の
増
員
に
つ
い
て
。

受
講
希
望
者
が
多
い
基
礎
コ
ー
ス
は

定
員
増
を
検
討
し
、
令
和
10
年
度
迄
に

１
，
０
０
０
名
を
追
加
養
成
す
る
。
避
難
行
動

や
避
難
所
運
営
な
ど
地
域
で
指
導
的
役
割
を
果

た
せ
る
人
材
を
増
や
し
て
い
く
。

麻あ
さ

田だ 

寿ひ
さ

美み

◆ 

公
明
党

◆ 

川
西
市
及
び
川
辺
郡

QA

在
宅
介
護
人
材
の
確
保
対
策
に
つ
い
て
、

取
組
の
現
状
と
課
題
等
へ
の
対
応
は
。

在
宅
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
す
に
は

介
護
人
材
の
確
保
と
定
着
が
必
要
。
研

修
の
充
実
や
シ
ス
テ
ム
の
普
及
促
進
等
に
よ
る

業
務
の
負
担
軽
減
を
図
る
ほ
か
、
更
な
る
処
遇

改
善
な
ど
に
向
け
国
へ
働
き
か
け
る
。

橋は
し

本も
と 

成な
る

年と
し 

◆ 

ひ
ょ
う
ご
県
民
連
合

◆ 

宝
塚
市

QA

職
員
と
の
対
話
を
通
し
た
信
頼
関
係
の

構
築
と
、「
４
割
出
勤
」
の
方
向
性
。

職
員
間
の
対
話
に
よ
る
信
頼
関
係
の
構

築
は
重
要
で
あ
り
、「
４
割
出
勤
」
絶
対

あ
り
き
で
は
な
く
、
合
意
形
成
を
し
な
が
ら
県

民
の
み
な
さ
ん
も
含
め
て
納
得
す
る
道
を
進
め

て
い
き
た
い
。

小こ

西に
し 

ひ
ろ
の
り

◆ 

ひ
ょ
う
ご
県
民
連
合

◆ 

西
宮
市

QA

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援
の
現
状
と
課
題
、

令
和
６
年
度
の
取
組
に
つ
い
て
。

専
門
相
談
窓
口
や
配
食
支
援
、
関
係
者

向
け
研
修
等
に
よ
り
、
認
知
度
向
上
・

早
期
発
見
・
円
滑
な
支
援
に
繋
げ
た
。
今
後
は
、

市
町
や
当
事
者
支
援
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
支
援
体

制
の
全
県
的
な
充
実
強
化
を
図
る
。

水み
ず
田た 

裕ゆ
う
一い

ち
郎ろ

う

◆ 

自
由
民
主
党

◆ 

姫
路
市

QA

三
田
市
民
病
院
と
済
生
会
兵
庫
県
病
院
の

再
編
統
合
に
対
す
る
県
の
支
援
に
つ
い
て
。

新
病
院
の
医
療
提
供
体
制
等
を
検
討
す

る
協
議
会
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参

画
し
、
重
点
支
援
区
域
の
指
定
に
向
け
て
も
、

国
と
協
議・調
整
を
進
め
る
な
ど
、今
後
も
様
々

な
協
議
の
場
で
助
言
等
を
行
っ
て
い
く
。

白し
ら
井い 

か
ず
や

◆ 

自
由
民
主
党

◆ 

三
田
市

QA

能
登
半
島
地
震
を

顧
み
た
大
災
害
へ
の
備
え

今
回
の
地
震
で
は
被
害
状
況
把
握
の
困

難
さ
や
避
難
所
ト
イ
レ
等
様
々
な
課
題

が
顕
在
化
し
た
。
他
府
県
と
の
連
携
な
ど
本
県

の
大
規
模
災
害
へ
の
備
え
の
状
況
は
。

本
県
で
は
、
携
帯
ト
イ
レ
の
備
蓄
や
マ

イ
避
難
カ
ー
ド
の
作
成
の
よ
う
に
対
策

の
見
直
し
、
強
化
に
努
め
て
お
り
、
広
域
的
な

災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
備
え
、
九
州
や
関
東

な
ど
ブ
ロ
ッ
ク
間
の
相
互
応
援
協
定
を
締
結
、

物
的
・
人
的
な
応
援
受
援
体
制
を
構
築
し
て
い

る
。
今
回
の
地
震
で
明
ら
か
と
な
っ
た
課
題
に

は
、
有
識
者
に
よ
る
検
討
会
を
設
置
し
体
制
強

化
に
つ
な
げ
て
い
く
。 自

由
民
主
党

山や
ま

口ぐ
ち 

晋し
ん

平ぺ
い

◆ 

た
つ
の
市
及
び
揖
保
郡

A Q県
立
大
学
の

将
来
像
に
つ
い
て

県
立
大
学
の
授
業
料
等
無
償
化
が
も
た

ら
す
将
来
へ
の
期
待
は
大
き
い
も
の
が

あ
る
が
、
県
立
大
学
の
将
来
像
を
ど
の
よ
う
に

見
据
え
て
い
る
の
か
。

現
在
、
県
立
大
学
で
は
、
10
年
、
15
年

先
を
見
据
え
た
将
来
構
想
「
ビ
ジ
ョ
ン

２
０
３
６
」
の
策
定
を
進
め
て
い
る
。
本
県
と

県
立
大
学
が
連
携
し
、
理
系
を
中
心
と
す
る
グ

ロ
ー
バ
ル
人
材
の
更
な
る
育
成
に
向
け
て
、
改

革
に
取
り
組
む
。
何
よ
り
も
選
ば
れ
る
大
学
と

い
う
こ
と
が
、
こ
の
少
子
化
の
時
代
に
は
大
切

で
あ
る
。
今
後
、
選
ば
れ
る
大
学
と
し
て
の
可

能
性
を
更
に
追
求
し
て
い
く
。

維
新
の
会

門か
ど 

隆た
か
志し

◆ 

宝
塚
市

A Q

広告欄のため不掲載
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※代表質問・一般質問の模様は、各QRコードからつながる
　「インターネット録画配信」でご覧いただけます。
※会派名は質問日時点のものです。

一般質問は、質問日毎に下のQRコードから視聴できます。
定例県議会での
質問の一部をご紹介

第366回２月

●赤石まさお 議員
【ラ イ ド シ ェ ア】自動車の相乗り
【デマンド型交通】電話予約など利用者のニーズに応じて柔軟な
運行を行う公共交通の一つの形態

一般質問 用語解説

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
更
な
る
拡
充
へ
の
取
組
に
つ
い
て
。

保
育
所
の
空
き
教
室
を
活
用
し
た
ク
ラ

ブ
開
設
に
必
要
な
経
費
等
、
補
助
メ

ニ
ュ
ー
を
拡
大
す
る
。
ま
た
、
開
所
要
件
の
緩

和
を
県
独
自
で
創
設
し
、
夏
休
み
期
間
中
の
み

の
利
用
希
望
者
の
ニ
ー
ズ
に
も
応
え
る
。

岸き
し

本も
と 

か
ず
な
お

◆ 

公
明
党

◆ 

加
古
川
市

QA

健
康
被
害
の
懸
念
が
あ
る
名
神
湾
岸
連

絡
線
は
、
国
に
中
止
を
求
め
る
べ
き
。

生
活
道
路
に
入
り
込
む
大
型
車
の
流
入

抑
制
、
臨
海
部
と
名
神
高
速
の
直
結
に

よ
る
ベ
イ
エ
リ
ア
の
活
性
化
な
ど
の
効
果
が
期

待
で
き
る
道
路
で
あ
り
、
必
要
性
に
つ
い
て
は

変
わ
り
が
な
い
。

久く

保ぼ

田た 

け
ん
じ

◆ 

日
本
共
産
党

◆ 

西
宮
市

QA

地
域
振
興
、災
害
時
の
リ
ス
ク
分
散
等
の

観
点
か
ら
県
庁
の
但
馬
へ
の
移
転
を
提
案
。

庁
舎
は
、
地
方
自
治
法
に
住
民
の
利
用

に
最
も
便
利
で
あ
る
よ
う
に
適
当
な
考

慮
を
払
う
と
定
め
ら
れ
、
現
地
が
前
提
だ
が
、

新
し
い
働
き
方
や
財
政
状
況
、
災
害
時
へ
の
備

え
等
も
考
慮
し
在
り
方
を
検
討
す
る
。

青あ
お

山や
ま 

暁さ
と
る

◆ 

維
新
の
会

◆ 

芦
屋
市

QA

県
立
大
学
授
業
料
等
無
償
化
の
議
論
を

通
し
た
県
民
へ
の
説
明
が
必
要
で
は
。

兵
庫
に
学
費
負
担
へ
の
不
安
が
な
い
大

学
が
あ
る
こ
と
は
兵
庫
の
若
者
が
将
来

に
夢
を
描
け
る
と
い
う
大
き
な
効
果
が
あ
る
。

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
行
財
政
改
革
で
財
源

を
確
保
し
無
償
化
を
進
め
て
い
く
。

北き
た

川が
わ 

泰や
す

寿と
し

◆ 

自
由
民
主
党

◆ 

西
宮
市

QA

姫
路
港
旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
エ
リ
ア
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て
。

旅
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
に
あ
た
っ

て
は
、
国
内
外
の
交
流
拠
点
や
地
域
の

交
流
の
場
と
し
て
賑
わ
い
を
創
出
す
る
と
と
も

に
、
利
用
者
増
加
に
向
け
、
新
た
な
航
路
や
ク

ル
ー
ズ
船
の
誘
致
を
促
進
し
て
い
く
。

さ
か
た 
た
か
の
り

◆ 

維
新
の
会

◆ 

姫
路
市

QA

地
域
農
業
を
守
る
た
め
学
校
給
食
の
食

材
供
給
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
！

米
飯
給
食
、
県
産
食
材
活
用
へ
の
経
費

支
援
、
広
域
調
達
ル
ー
ト
の
構
築
等
を

一
層
推
進
し
、
今
後
、
有
機
食
材
の
導
入
支
援

も
含
め
、学
校
給
食
で
の
県
産
品
割
合
を
高
め
、

本
県
農
業
の
更
な
る
振
興
を
図
る
。

前ま
え
井い 

ま
き 

◆ 

無
所
属

◆ 

宍
粟
市

QA

粒
子
線
治
療
施
設
を
併
設
し
た
が
ん
セ

ン
タ
ー
の
機
能
強
化
に
つ
い
て
。

新
た
な
が
ん
セ
ン
タ
ー
で
は
、
患
者
の

負
担
軽
減
を
考
慮
し
た
医
療
が
提
供
で

き
る
よ
う
診
療
機
能
の
充
実
を
計
画
し
て
い

る
。
粒
子
線
医
療
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
検
討

会
で
あ
り
方
を
幅
広
く
検
討
し
て
い
く
。

石い
し
井い 

秀ひ
で
武た

け

◆ 

自
由
民
主
党

◆ 

神
戸
市
西
区

QA

県
庁
職
員
の
新
し
い
働
き
方
に
よ
り
市
町

職
員
等
と
連
携
し
て
働
く
機
会
の
創
出
を
。

今
後
、
職
員
の
働
く
場
の
更
な
る
柔
軟

化
を
図
る
中
で
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
の
市
町
庁
舎
へ
の
拡
充
を
は
じ
め
、
市
町
職

員
と
ど
の
よ
う
な
協
働
が
可
能
に
な
る
か
市
町

の
状
況
も
見
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

北き
た
口ぐ

ち 

寛ひ
ろ
人と

◆ 

自
由
民
主
党

◆ 

明
石
市

QA

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

接
種
補
助
に
つ
い
て

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
補
助
制
度
が

令
和
６
年
度
限
り
で
あ
る
こ
と
の
市
町

へ
の
説
明
お
よ
び
令
和
７
年
度
以
降
の
補
助
制

度
の
実
施
に
つ
い
て
。

市
町
が
令
和
６
年
度
中
に
制
度
を
創
設

し
年
度
当
初
に
遡
っ
て
対
象
と
す
る
場

合
は
、
県
は
年
度
当
初
か
ら
対
象
と
す
る
こ
と

や
ワ
ク
チ
ン
確
保
に
つ
い
て
メ
ー
カ
ー
等
と
連

携
し
安
定
供
給
に
努
め
る
こ
と
を
説
明
し
た
。

令
和
７
年
度
以
降
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
国
に

対
す
る
定
期
接
種
化
の
要
望
と
と
も
に
、
上
半

期
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
を
確
認
し
、
年
内
に

一
定
の
見
通
し
を
つ
け
た
い
。

公
明
党

伊い

藤と
う 

勝か
つ

正ま
さ

◆ 

明
石
市

A Q魅
力
あ
る
県
を
目
指
し
た

知
事
と
議
会
の
関
係

知
事
の
考
え
る
政
策
を
よ
り
良
い
形
で

実
現
し
、
一
人
で
も
多
く
の
県
民
の
理

解
を
得
る
た
め
に
も
、
議
会
と
の
丁
寧
な
議
論

を
踏
ま
え
た
県
政
運
営
を
期
待
し
た
い
。

知
事
と
議
会
が
車
の
両
輪
と
な
り
、

県
民
の
期
待
に
応
え
る
県
政
推
進
が

重
要
。
県
庁
舎
の
あ
り
方
や
働
き
方
改
革
に

あ
た
っ
て
は
、
課
題
に
真
摯
に
向
き
合
い
、
議

会
と
意
見
交
換
等
し
な
が
ら
対
応
を
検
討
し
て

い
く
。
丁
寧
な
議
論
を
重
ね
、
県
民
に
と
っ
て

よ
り
良
い
施
策
を
共
に
作
る
こ
と
が
大
事
な
の

で
、
知
事
と
議
会
が
役
割
を
最
大
限
発
揮
し
、

躍
動
す
る
兵
庫
の
実
現
を
目
指
す
。

ひ
ょ
う
ご
県
民
連
合

上う
え
野の 

英ひ
で
一か

ず

◆ 

神
崎
郡

A Q

X
（旧Twitter）
はこちらから

県議会の“今”や“これから”を
いち早くお届け

X 始めました！
（旧Twitter）

２月22日 ２月26日 ２月27日 ２月28日

広告欄のため不掲載
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県
議
会
ニ
ュ
ー
ス

県
議
会
ニ
ュ
ー
ス

◆ �知事の権限に属する事務に係る事務処理の特例に関す
る条例の一部を改正する条例

◆ �兵庫県立総合射撃場の設置及び管理に関する条例
◆ �国際人材育成基金条例
◆ �太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する条例の

一部を改正する条例　など

◆ �北方領土返還に向けた啓発活動の更なる推進を求める意見書
◆ �はり、きゅう、あんま、マッサージ及び指圧の東洋医療の養成学校の改善

等を求める意見書
◆ �南海トラフ巨大地震等の大規模災害への対策強化を求める意見書
◆ �外国人児童生徒等への教育支援を求める意見書
◆ �高等教育機関の修学支援制度の更なる充実を求める意見書
◆ �大規模災害における被災自治体の負担軽減を求める意見書
◆ �若者のオーバードーズ（薬物の過剰摂取）防止対策の強化を求める意見書
◆ �人間中心の信頼できるAI（人工知能）の構築を求める意見書
◆ �有機フッ素化合物（PFAS）対策の推進を求める意見書

◆ �北方領土返還に向けた啓発活動の更なる推進を求める意見書提出の件
◆ �はり、きゅう、あんま、マッサージ及び指圧の東洋医療の養成学校の改善

等を求める意見書提出の件

◆ �令和６年度兵庫県一般会計予算
◆ �令和５年度兵庫県一般会計補正予算（第５号）
◆ �令和６年度兵庫県県有環境林等特別会計予算
◆ �兵庫県県政改革方針の変更
◆ �包括外部監査契約の締結
◆ �ひょうごインフラ整備基本方針の改定　など

● 条例（計31件） ● 意見書（計９件）

● 請願（計２件）

● 予算及びその他の議決案件（計108件）

第366回２月定例県議会（２月15日～３月22日）

議会広報サイト「ひょうご県議会だより 高校生WEB版」開設！！
兵庫県議会では、高校生をはじめとする若い世代に県議会を身近に感じてもらうとと
もに、県議会広報におけるICT化への取組を促進するため、令和６年３月、兵庫県議会
ホームページ内に「ひょうご県議会だより 高校生WEB版」を開設しました！！
公募による高校生が若者の視点と着想で県議会や議員を取材し、オリジナリティあふ
れるコンテンツを発信中です。
ぜひご覧ください！！

「ひょうご県議会だより 高校生WEB版」では、令和６年度も同年代の皆さんに向けて
情報発信してもらえる高校生を募集します！
日頃感じている何気ない疑問など、県議会や議員に思いをぶつけて、あなたらしいコ
ンテンツを制作してみませんか？

今回の議会で定められたこと

募集の詳細
はこちらから

NEW

常任委員会と県民との意見交換会 議場コンサートの開催

兵庫県議会 業務継続計画（BCP）
の策定

県議会では、地域において様々な活動を展開している県民の方々と意見
交換を行うことにより、常任委員会の審議や調査研究活動に反映してい
くため、「常任委員会と県民との意見交換会」を実施しています。

第366回２月定例県議会の開会に先立ち、兵庫芸術文化
センター管弦楽団による「議場コンサート」が開催され
ました。（１面写真参照）
レジデント・コンダクターの岩村 力さん指揮の下、グ
リーグ作曲「ホルベアの時代から」第１楽章プレリュー
ドをはじめ、世界情勢に思いを馳せる４曲が演奏された
後、コロナ禍以降４年ぶりとなる「ふるさと」を傍聴者
の皆さんと斉唱し、素敵なひとときを過ごしました。

大規模災害や感染症の蔓延など、危機事
案発生時においても県議会が機能を十分
に果たすため、災害時の議会及び議会事
務局の組織体制及び議会・議員の活動指
針を示したBCPを策定しました。

【建設常任委員会】
と　き：１月25日
場　所：コウノトリ但馬空港
参加団体：但馬空港推進協議会、

豊岡商工会議所、但馬観光協議会、
但馬広域行政事務組合、（一社）豊岡青年会議所

内　容：�但馬空港の誘客促進事業及び地域との連携について

【農政環境常任委員会】
と　き：１月31日
場　所：JAたじま畜産部みかた畜産事業所
参加者：美方郡内若手畜産農家
内　容：�但馬牛の本場である美方郡で

就農して思うこと（但馬牛に懸ける思い）について

２月15日

３月１日

１月25日、１月31日

高校生記者募集！！

ひょうご県議会だより
高校生WEB版
はこちらから

BCPの詳細
はこちらから

広告欄のため不掲載
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